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大井川鉄道の社長の Power 
「鉄道は夢と希望で走ってる」 

1月１5日記念日ホテルで、山梨県法人会

連合会の新年賀詞交歓会での講演で、大井

川鉄道㈱社長鳥塚亮氏の講演がありまし

た。演題名は「危機を乗り越える～発想の

転換と組織の活性化～」でした。 

鳥塚社長は子どもの時から新幹線の運転

手になりたかったのですが、卒業時に募集

がなく航空関係の仕事に就いたそうです。

国鉄の赤字を立て直すことのため、第三セ

クターを立ち上げることになった時、千葉

のいすみ鉄道の立て直しをする人を募集し

たので、ビックチャンスだと思い挑戦した

そうです。当時ローカル線は「乗って残そ

う」で存続を図っていましたが人と物の輸

送は車などが発達して役割が終わりかけて

いました。しかし、国吉駅は地域の方が清

掃や花壇を作って、沿線に菜の花を育てて

存続に力を入れてくれていました。かかし

祭りのかかしをもらってきて人の出入りの

少ないホームの隅に並べたり、中古の電車

にムーミンのシールを貼った観光列車を造

ったら女性客が訪れ始めました。また、車

内でフォークソングや結婚式など企画、イ

タリアンやお伊勢海老等の刺身の食堂車な

どを手掛けました。テレビも来ていい宣伝

になり、いすみ鉄道が広告塔となって地域

の活性化となりました。坂の上を走る電車

と無人踏切と高い空ののんびりした田舎の

風景のポスターが「撮り鉄」の方に受け、

黄金色の田んぼを手前に置き一両電車をニ

コニコして待ち受けている方々が増えたそ

うです。この観光客を目当てに大原漁港で 

 

朝市を開き、日本一の水揚げ高を誇る伊勢海

老を焼いて評判は上々だそうです。 

 過疎化が進んで守れなく取り壊そうとし

たの神社を出雲大社の分院であることを確

かめ、島根県の出雲大社とコラボして切符を

売り出し、島根に行った方がこちらにも結び

の縁を求めてお参り来るようになったこと

から、トタン吹きの屋根が銅板になったそう

です。いつの間にかいすみ市が移住希望土地

NO,1 になったそうです。鳥塚さんは「日本

の田舎は成功体験がない。やっぱりだめだ。」

ではなく、「やっぱりやっていてよかった。」

と国吉駅を愛した方々に思えてもらえたこ

とが一番良かったそうです。 

その後越後ときめき鉄道に移られたそう

です。雪月花の列車は妙高山が見えるので、

東南アジアの方が雪を見たくて、冬の観光列

車が人気だそうです。地元の食材にお酒でラ

ンチが 3 万円もするレストラン列車だそう

です。また、若い鉄道ファン向けに国鉄時代

のヘッドマーク「妙高山」を付けたそうです。

車内に神社を作り「今、お賽銭の時間です。

千円入れてくださった方に絵馬を差し上げ

ます。」と販売し、降りたところに絵馬を掛

けるところを作ったのだそうです。また、待

合室の余ったところを高校生の自習室にし、

エアコン・電源を完備したそうです。大の里

やアイドルにも来てもらったそうです。 

 大井川鉄道はリアルトーマス列車やＳＬ

で魅力的なところですが、土砂崩れで完全な

運行ではないそうです。しかし、昭和 20 年

製造の車両を食堂車にしたり、２０Ｋを３往

復すると朝が来るという夜行列車や、ブルー

トレイン張りの列車「富士」を造ったりと、

パワー溢れる経営をされています。 

 


